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内

容

概  要 

ﾌﾟﾗｽﾞﾏを用いて、ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ、CNT、ｸﾞﾗﾌｪﾝなどの種々のｶｰﾎﾞﾝ構造体の作製

と構造制御を実施。さらにﾅﾉｶｰﾎﾞﾝの優れた特徴を活かした新規ﾃﾞﾊﾞｲｽの開発、

ならびに、NC を電気化学やﾊﾞｲｵｾﾝｼﾝｸﾞ・細胞培養等の反応基材ととらえ、触

媒担持や表面修飾と組み合わせて、ｴﾈﾙｷﾞｰ・ﾊﾞｲｵ・環境分野への応用を展開。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

これまでに、種々のプラズマ CVD 法を駆使して、様々な NC 構造体の製造

に着手し、単層あるいは 2 層カ CNT 膜の高速ならびに選択成長を実現した。

さらに、多層グラフェンが基板に垂直に成長して迷路のような 3 次元構造とな

るカーボンナノウォールの製造と、分光法による成長メカニズムの解明やラジ

カル制御に基づいたこれらの構造制御を行っている。カーボンナノウォール

は、導伝性の良いグラフェンによる広い表面積の NC3 次元構造体であり、触

媒担持や表面修飾と組み合わせて種々の応用が期待されている。 

本技術の 

有用性 

現在は NC の優れた特徴を活かした新ﾃﾞﾊﾞｲｽの開発、ならびに、NC を電気

化学やﾊﾞｲｵｾﾝｼﾝｸﾞ・細胞培養等の反応基材ととらえ、触媒担持や表面修飾と

組み合わせて、エネルギー・バイオ・環境分野への応用を展開する。 
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